
当該資料は、現時点での見通しです。
気象状況の変化により、時間的、量的な変更がありえますので、今後発表する警報・注意報、気象情報、
気象台からのコメント等もあわせてご利用ください。

（6月13日11時現在）令和7年6月13日から15日の気象の見通し

・梅雨前線が14日にかけて日本海まで北上し、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込むため、
大気の状態が不安定となる見込みです。

・14日夜遅くから15日午前中にかけて、雷を伴った激しい雨が降る見込みです。

・雨雲が予想よりも発達したり、停滞した場合は、大雨警報（土砂災害）を発表する可能性がありま
す。

・6月9日から11日に降った雨により、北部を中心に通常に比べて土壌雨量指数が高まっています。

・警報級の可能性：15日を対象に北部、南部ともに大雨の［中］（低めを想定）を発表中です。

☆四国や紀伊半島の南海上から近づく雨雲の動きや強度に留意してください。


